教材番号　　インターネット№2
対象　　　　中・高
～福岡のイケメン大学生ブログ”が大炎上！～
　【事例】

　　Aさん（21歳、大学生）は、毎日ブログを書くのが日課になっている。

　Aさんのブログは「福岡のイケメン大学生ブログ」と称するブログで、ある方面では大変有名であり、閲覧数はかなり多い。
あまりにも有名になってしまったせいか、最近、いろいろなクレームや苦情がくることがある。そのなかでも、以下の点については対応に悩んでいる。

　1　ある日、ある歌の歌詞がとても気に入ったので、その歌詞を紹介しようと思い、その歌の1番から3番まである歌詞をすべて丸写しして、ブログに掲載したところ、作詞者からクレームが来た。
　　(1)　このように、歌詞をブログにのせることは許容されるのか。
　　(2)　歌詞の内容について議論するために、議論の対象となっている部分についてだけ引用して掲載することは許容されるのか。
　2　その歌（悲しいタイプの歌）の歌詞の一部を改変して、自分で考案した、おちゃらけた替え歌にした。すると、作詞者からクレームが来た。作詞者は、替え歌を削除せよ、さもなくば損害賠償を払ってもらうと言ってきた。Aさんとしては、自分で考えた替え歌なのだから、何で削除しなければならないのかと思っている。

作詞者の言い分とAさんの言い分、どちらが正しいのか。
　【テーマ】

　　（総論）ネット社会では、何の罪の意識もなく、他人が著作権を有する著作物を勝手に利用してしまい、その結果、著作者との間で法律上の問題に発展する可能性がある。そのような事態を防ぐため、著作権について意識を持ってもらう。
　　（1について）著作物の引用が許される場合
　　（2について）著作者人格権
　【授業の進め方】

　　　総論として、著作権の概念全体（著作権・著作者人格権）を簡単に説明する。
　　　そのうえで、何が著作権の保護の対象になるのかを説明し、著作物をみだりに利用することの危険と、反面では著作物の自由な利用とのバランスについて議論し、考えてもらう。
